
 

 

 

人間万事塞翁が馬！ 

校長  迫田 智志 

11 月に入り，学校生活も１年間の折り返し地点を通過しました。県民週間では，「ようこそ先

輩」で地域の方々と一緒に昔遊びが行われました。また，かごしま文庫の会の方やＵＯＭＩスト

ーリーズ（保護者）の方による本の読み聞かせや，学級ごとにビブリオバトルも行われ，充実し

た１週間となりました。多くの方々に参観していただき，心より感謝申し上げます。 

さて，日本には昔から言われている言葉「諺（ことわざ）」が多くあります。図書室で諺の本

を読んでいると，ある言葉が心に響きました。それは「人間万事塞翁が馬」です。「人間」とは，

「世の中・社会」という意味で，訳すと「世の中，すべて『塞翁が馬』のとおりだ」となります。

ここで『塞翁が馬』とは何だろう？という疑問が湧いてきました。そこで，調べてみると次のよ

うな話があることがわかりました。 

昔，国境の塞の近くに，一人の男が住んでいた。あ

る時，男が飼っていた馬が囲いを破り国境の外に逃げ

ていった。当時，馬は生活必需品である。近所の人が

慰めたところ，男は「いや，これがいつなんどき幸せ

を呼び込むかわからない」と言い，少しも悲しそうな

顔をしなかった。数か月後，逃げて行った馬は，一頭

の駿馬をつれて舞い戻ってきた。人々が「お祝いをし

よう」と言うと男は，「いや，これがいつなんどき不

幸のタネになるかわからない」と言い少しもうれしそ

うな顔をしない。やがて駿馬が駿馬を生み，男の家は

馬であふれた。ところが，乗馬好きの息子が，馬から

落ちて大けがをする。近所の人々がお見舞いに来る

と，男は「これがいつなんどきまた幸せを呼び込むか

わからない」と言って，全く動じない。それから１年

後，北方の異民族が大挙して国境を超え男の村に攻め

込んできた。村の若者たちは皆動員されて戦い，ほぼ

戦死した。ところが，男の息子だけは，体が不自由で

あるが故に兵役を免れ，父子ともに健在であったとい

う話である。 
この話「塞翁が馬」の出典は，「淮南子（えなんじ）」という古典に記載されています。「淮南

子」では，「幸が不幸を転じ，不幸が幸に転じる。この変化の妙は，測りがたいものである。」と

付け加えられています。このように，「塞翁が馬」は，人の世は，幸そして不幸は移ろいやすい，

それが後に「人間万事塞翁が馬」と言われるようになったそうです。 

私たちは，日々生活する上で好調だからといって浮かれたり，また，どん底だといって嘆いた

り投げ出したりせず「日々，最善を尽くす。」ことが大切ではないでしょうか。 

 ２学期も残り約１ケ月となりましたが，気をぬくことなく子どもたちが BEST を尽くしてがん

ばりぬくことができるよう支援していきたいと思います。 

１ 馬が国境の外に逃げる。

（悲） 

２ 一頭の駿馬をつれても 
どってくる。（喜） 

３ 息子が馬から落ちて大け 
がをする。 （悲） 

４ 息子はけがのため兵役を 
免除される。（喜） 



☆集団宿泊学習（５年生）１０月２３日（水）～２４日(木) 

 

たくさんのご来校ありがとうございました 

 

～自由参観アンケートから～（一部抜粋） 

☆校内読書旬間１０月２１日（月）～１１月９日(土) 

 
  

 

 

２日(月) 「校内人権週間」（～８日） １０日(火) ３校スポーツ交歓会（６年：魚見小） 
３日(火) ５年校外学習（なのはな館） １４日(土) 土曜授業 

 租税教室（６年） １９日(木) スクールカウンセラー訪問（午後） 
４日(水) おひさまおはなし会（1・２年） ２１日(土) PTA 事業部門松づくり 
５日(木) 持久走大会 学級 PTA ２２日(日) PTA 事業部門松づくり予備日 
６日(金) 持久走大会予備日 ２４日(火) ２学期終業式 PTA 校外補導 

 

 


